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〈
正

し

い

選

挙

〉

役
場
前
代
て

交

通

安

全

町

宣

も

明
る
い
公
明
な
選
挙
を

推
進
し
て
、
民
主
政
治
、

地
方
政
治
の
健
全
な
発
壌

を
則
そ
う
と
、
朝
日
町
公

明
選
挙
推
進
協
議
会
で
は

三
月
五
日
港
会
を
聞
い

て
、
判
日
町
が
「
公
明
選

挙
式
一己
」
を
決
議
す
る
よ

う
小
し
入
れ
る
と
と
を
決

議
、
小
坂
町
議
会
議
長
に

要
請
文
を
提
出
し
た
。

町
議
会
で
は
三
月
二
十

四
日
の
定
例
議
会
に
お
い

て
こ
れ
を
議
決
、
町
長
が

次
の
よ
う
な
宣
言
を
行
っ

た。公
明
選
挙
町
宣
言

選
挙
は
、
民
主
政
治
の

基
盤
で
あ
り
明
る
く
豊
か

な
住
民
生
活
は
、
正
し
い

選
挙
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

選
挙
か
ら
違
反
を
追
放

し
、
公
明
選
挙
を
確
立
す

る
こ
と
は
現
下
の
急
務
で

あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
朝
日
町
民
の
す

べ
て
の
府
明
．
と
熱
意
を
結
出
し
て
公
明
選

挙
の
突
現
を
朋
す
る
た
め
、
こ
こ
に
朝
日

町
を

「
公
明
選
挙
町
」
と
す
る
こ
と
を
宣

言
レ
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
四
日

朝

日

町

長

本

村

本

松

官一朝日町が公明選挙町ま
た
同
議
会
に
お
い
て
朝
日
町
を
「
交

通
安
全
町
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

交

通

安

全

町

宣

言

近
時
、
自
動
車
の
激
増
に
伴
っ
て
交
通

事
故
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
大
き
な

社
会
問
題
と
化
し
て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
什
エ
ム
却
の
安
全

を
確
立
し
、

明
る
い
町
民
生
活
の
確
立
を

願
う
声
は
日
毎
に
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
交
通
事
故
は
決
し
て
不
可
抗

力
的
な
も
の
で
は
な
く
、
町
民
が
一
九
と

な
っ
て
完
全
交
通
の
自
立
に
徹
す
る
こ
と

の
急
弼
な
る
こ
と
を
聞
広
い
た
さ
れ
ま
す

。
よ
っ
て
へ
つ
怯
あ
ら
ゆ
る
協
会
に
世
請
を

喚
起
し
事
故
防
止
の
た
め
の
機
構
を
確
立

し
住
民
の
安
全
土
幸
福
を
守
る
た
め
、
こ

こ
に
胡
日
町
を
「
交
通
安
全
吋
」
と
す
る

こ
と
を
宣
言
い
た
し
ま
すョ

昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
四
日

朝
H
町
長

木
村
本
・
公

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

広
沢
三
郎
氏
を
選
出

第
二
聞
朝
日
町
議
会
定
例
会
第
二
日
目

に
お
い
て
、

同
定
資
産
評
価
審
交
委
員
会

委
員
に
広
沢
一一一郎
氏
〈
下
山
新
八
二

一
〉

を
選
任
す
る
こ
と
を
同
窓
可
決
し
た
。

ま
た
同
定
例
会
段
終
日
の
三
月
二
十
四

日
に
入
諮
問
町
外
二
町
舟
見
中
学
校
組
合
議

会
議
員
、
下
山
用
水
組
合
議
会
議
員
の
選

挙
を
行
っ
た
結
果
次
の
と
お
り
当
選
者
が

き
ま
り
ま
し
た
。

入
品市
川
町
外
二
町
舟
見
中
学
的
組
合
議
会
議

員
七

沢

氏

明

（

山
崎
四
、
七
九
六
）

永

n

謙
治
（
付
五
、

五
九
二
）

松

田

保

（

山

崎

新

三

七

三

）

下
山
用
水
組
合
議
会
議
員

川

瀬

袖
次
郎
（
下
野
一
一
八
）

高
瀬
竹
股
（
犬
家
庄
一
七
八
六
）

藤
田
甚
〈
三
枚
橋
二
九
六
）

稲
垣
清
之
助
（
横
水
二
一

O
）

高

島

政

治

（
高
橋
九
）

金
森
孝
次
郎
（
ト
山
新

一
二
七〉

怯
固
定
次
郎
（
金
山
一
、

O
O
四）

吉
田
清
八
戸
窟
悶
四
二
六
〉

藤
田
小
右
エ
門
ハ
舟
川
新
四
七
九
〉

田

中

仲

掌
（
桜
町
四

O
O）

柳
下
嘉
之
助
（
平
柳
一
二
四
〉

博

友

古

（道
下
二
二
四
）

役
場
窓
口
へ

お
い
で
の
方
ヘ

朝
日
町
役
場
で
は
咋
内
の
事
務
改
苦
と

と
も
に
町
民
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
も
で
・
ぎ

る
限
り
の
刊
犯
と
気
持
心
よ
い
応
侍
に
汚

力
し
て
お
・つ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

み

な
さ
ん
の
小
に
は
せ
っ
か
く
の
用
向
き
に

も
か
か
わ
ら
ず
必
要
書
類
、
印
章
な
ど
を

持
た
ず
に
お
い
で
に
な
る
方
も
あ
っ
て
二

位
三
度
通
う
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ

に
各
種
届
け
の
場
合
の
必
要
口
加
を
記
し
町

民
各
位
の
活
用
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

川

出
生
田
（
十
四
日
以
内）

配
給
通
帳
。
ハ
ン
コ
。
世
保
険
者
証
。

母
子
手
帳

間

婚
捌
昂

配
給
通
帳
。
転
出
証
明
書
。

被
保
険
者

証
。
国
民
年
金
手
帳
。
ハ
ン
コ
（
保
証

人
二
人
の
分
も
）

間

死
亡
届
（
七
日
以
内
〉

配
給
通
帳
。
被
保
険
者
証
。
福
祉
年
金

手
帳
。
国
民
年
金
手
帳
。
ハ
ン
コ
。

削
転
入
届
（
町
外
か
ら
）

転
出
証
明
告
。

ハ
ン
コ
。
国
民
年
金
手

版
。
福
祉
年
金
手
帳
。

問

転
問
川

（川
内
）

配
給
通
帳
。
一
向
保
険
者
証
。
国
民
年
金

手
帳
。
福
祉
年
金
手
帳
。
ハ
ン
コ
。

制

転

出
届
（
町
外
へ
）

配
給
通
帳
。
被
保
険
者
証
。

ハ
ン
コ
。

あ
さ
ひ
編
集
委
員
長
に

九
里
遺
専
氏
を
選
出

あ
さ
ひ
編
集
委
員
会
で
は
三
月
二
十
八

日
に
定
例
委
員
会
を
開
き
、
し
ば
ら
く
空

席
だ
っ
た
香
員
長
に
九
盟
道
守
民
を
選
び

ま
し
た
。
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宝
庫
を
拓
き
財
源
を
豊
か
に
す
る

電
源
開
発
に
理
解
を
求
め
て

朝
日
町
議
会
副
議
長

総
合
開
発
特
別
委
員
長

昭和 3H年 4月 1o・日
月 子IJ （毎月 10日発有）

一
、
原
子
力
発
電

ω原
子
力
発
電
の
あ
ら
ま
し
。

原
子
力
発
屯
は
、
原
子
炉
の
熱
で
沼
気
を

つ
く
っ
て
そ
の
力
で
発
電
機
を
ま
わ
し
、

電
気
を
お
こ
す
仕
組
み
で
あ
る
。
だ
か
ら

、
水
力
発
憶
が
水
の
力
を
利
用
し
て
水
車

を
ま
わ
し
て
発
電
し
、
あ
る
い
は
火
力
発

電
が
石
川以
や
石
油
を
燃
や
し
て
ボ
イ
ラ
ー

で
水
燕
気
を
つ
く
り
、
そ
の
水
蒸
気
の
力

で
発
電
す
る
の
と
、

根
本
の
原
理
で
は
か

わ
ら
な
い
。

こ
と
に
火
力
発
電
と
は
蒸
気
の
つ
く
り

か
た
と
原
料
が
ち
が
う
だ
け
で
、
あ
と
の

工
程
も
お
な
じ
だ
し
、
つ
く
ら
れ
た
電
気

に
質
の
ち
が
い
も
な
い
。

原
子
力
発
電
の
特
徴
は
、
燃
料
が
す
く

な
く
て
す
む
こ
左
が
第
一

の
特
徴
。

そ
の

燃
料
ウ
ラ
ン
を
完
全
に
燃
や
せ
ば
、

同
じ

白
方
の
肩
脱
の
約
一
二

O
O万
倍
の
品
川
を
出

す
の
で
、
打
民
、
石
油
の
場
合
の
よ
う
な

貯
蔵
や
補
給
の
ム
ダ
は
は
ぶ
け
る
。
た
・と

え
ば

一
O
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
な
ら

一
年
間
に
天
然
ウ
ラ
y
の
場
合
は
約
三

0

ト
ン
完
全
に
燃
や
せ
ば

一
0
0
キ
ロ
グ
ラ

ム
し
か
消
費
し
な
いーが
、
石
川
八
の
場
合
は

約
一ニ

O
万
ト
ン
で
、

一
五
ト
ン
、附
人
質
率

二
万
制
分
に
あ
た
り
抗
車
が
京
京
か
ら
静

岡
ま
で
つ
づ
く
計
算
に
な
る
e

ま
た
い
ま
世
界
中
で
毎
年
石
炭
二

O
億

ト
ン
、
石
油
六
億
ト
ン
を
使
っ
て
い
る
が

こ
の
調
子
で
は
あ
と
五

O
O年
ほ
ど
で
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ウ

ラ
ン
は
う
ま
く
使
・
ス
ば
約
↑

万
年
の
余
裕

が
あ
る
。
そ
れ
で
原
子
力
発
電
が
急
が
れ

る
わ
け
で
、
全
甘
い
界
で
は
こ
こ
数
年
で
八

O
O万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
達
す
る
。
日
本
で

も
全
発
電
踏
の
約
一
五
%を
補
う
必
要
に

迫
ら
れ
、
今
後
二

0
年
間
に
六

O
O
t
八

五
O
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
原
子
力
発
電
聖
計

画
し
て
い
る
。

ひさあ（貯蓄鎚~~~~）第 92 号(-3) 

（三）

；官

井

栄

原
子
力
発
恨
の
特
典
な
点
は
、
強
い
欣

射
線
が
使
用
済
み
燃
料
や
原
子
炉
か
ら
山

る
こ
と
。
だ
が
芭
磁
を
し
た
り
、
取
扱
い

を
厳
設
に
す
る
の
で
危
険
は
な
い
。
ま
た

発
電
原
価
が
火
力
発
電
に
く
ら
べ
て
、
現

在
は
約
二

O
M高
い
が
、
こ
れ
は
建
設
費

が
火
力
に
く
ら
べ
て
約
二
市
も
か
L
る
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、

m和
四
十
五
年
切

に
は
火
力
な
み
の
キ
ロ
ワ
γ

ト
ア
ワ
l
当

り
三
円
以
下
ー
と
な
り
、
将
来
は
も
っ
と
定

く
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
目
以
近
ア
メ
リ
カ

の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
内
に
建
設
計
画
中
の

原
子
力
発
電
所
は
出
力
一

O
O万
キ
ロ
ワ

ブ
ト
で
建
設
費
は
一
信
七
、
五

O
O万
ド

ル
〈
キ
ロ
ワ
γ

ト
当
り
円
換
算
で
六
一二
、

0
00
円
〉
で
発
電
コ
ス
ト
は
キ

ロ
ワ

ゾ

ト
当
り
六
ミ

ル
（
円
換
算
＝
円
二

O
銭）

と・な
っ
て
い
る
か
ら
他
の
種
類
の
燃
料
に

比
較
し
て
新
鋭
火
力
と
同
様
充
分
採
算
が

と
れ
る
。
ま
た
安
全
性
か
ら
い
っ
て
も
何

ら
心
配
は
な
い
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
米
関

売
の
水
力
地
点
を
・
有
す
る
地
元
の
考
え
方

弘
、
こ
う
し
た
化
竿
の
進
捗
を
、
い
ち
早

く
身
に
つ
け
て
協
力
の
レ
ベ
ル
を
あ
げ
て

行
く
必
．
裂
が
あ
る
。

間
発
電
炉
の
い
ろ
い
ろ

ウ
ラ

ン
の
終
分
裂
を
う
ま
く
お
こ
さ
せ
、

そ
れ
を
忠
い
の
ま
ま
に
問
問
し
な
が
ら
原

子
力
安
利
川
す
る
装
悶
が
附
子
炉
で
、
党

町
に
仙
川
う
仰
子
炉
を
充
電
炉
と
レ
い
代
民

的
な
も
の
に
三
特
あ
る
。

①
コ

l
ル
ダ
l
ホ
1
ル
刑
．

ド
ド
ヘ
伏
い
ウ
ラ
ン
と
川
沿
鉛
を
相
人
人
川
わ
せ
て
い
か

心
と
し
、
そ
こ
へ
伏
俄
ガ
ス
を
辺
り
こ
B
H

と
、
州
民
悦
ガ
ス
は
wm氏
凹

O
υ
岐
ほ
ど

に
品
川
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
い
熱
交
協
同
加
へ

送
っ
て
氷
川
九一
気
を
つ
く
り
、
れ
…
気
タ
ー
ビ

ン
を
ま
わ
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
発
注
し
、
第

一
号
炉
が
コ

l
ル
ダ
1
ホ
ー
ル
に
あ
る
の

で
こ
の
名
が
あ
る
。
東
山
仰
川
刊
で
位
註
小
の

原
子
力
発
電
会
社
一
号
炉
は
そ
の
改
良
明
・

で
、
出
力
は

一
六
万
六
千
キ
ロ
ワ

ッ
ト
で

あ
る
。

①
加
圧
水
則
一

濃
縮
ウ
ラ
ン
と
水
を
組
み
合
わ
せ
る
も
の

で
、

コ
ー
ル
ダ
l
ホ
1
ル
州
人
の
伏
依
カ
ス

の
か
わ
り
に
水
を
使
う
。
水
は
普
通
一

O

O
度
で
榔
脱
す
る
の
で
、
一
五

O
気
配
と

七
重
谷
川

護
岸
復
旧
工
事
完
成

昭
和
三
十
四
年
八
月
の
火
張
附
災
将
に

よ
り
欠
損
し
た
七
重
谷
川
（
笹
川
）
の
護

岸
欠
壊
災
害
程
旧
工
事
は
昭
和
三
十
五
年

度
か
ら
延
長
五

一
八
・
四
米
総
事
業
掛
一

五
、
六
二

O
千
円
の
闇
席
耐
助
事
業
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。

完
成
後
は
県
支
弁
準
用
河
川
と
し
て
県
に

移
管
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
写
其
は
完
成
し
た
七
肱
谷
川
提
防
〉

い
う
高
い
気
．
仕
を
か
け
る
と
三
五

O
陀
ぐ

ら
い
ま
で
榔
騰
し
な
い
。
そ
れ
を
加
作
と

い
う
。
そ
し
て
三

O
O皮
近
い
烈
い
水
に

な
っ
た
と
き
、
熱
交
換
掠
へ
送
り
、
別
の

水
に
併
を
一
い
え
て
水
店
…
気
を
つ
く
れ
べ
そ

れ
で
涼
気
タ
ー
ビ
ン
を
ま
わ
ず
。
こ
の
刊

は
ア
メ
リ
カ
で
発
匙
し
、
シ
ヴ
ピ
ン
グ
ポ

ー
ト
似
子
力
発
定
所

（
六
万
キ
ロ
ワ
y

ト

）
、
原
子
力
尚
船
サ
バ
ン
ナ
サ
、
ソ
辿
の

．
ぬ
ず
り
昨
氷
船
レ
l

ニ
ン
仔
な
ど
が
こ
の

別
で
あ
る
。

市
川
崎
水
引

加
正
水
川
上
と
日
川
し
く
波
町
ウ
ラ
ン
と
水
を

組
み
合
わ
せ
る
が
、
加
川
水
州
上
と
ち
が
っ

て
正
刈
を
百
．

0
気．
K
ぐ
ら
い
し
か
か
け
ず

二
五
O
度
ぐ
ら
い
で
訓
腕
さ
せ
る
。
そ
し

て
原
子
炉
内
で
じ
か
に
水
法
気
を
つ
く
る

モ
れ
で
熱
交
換
需
は
い
ら
な
レ
点
が
加
山

水
虫
と
ち
が
う
。

こ
れ
も
ア
メ
リ
カ
で
発

注
し
た
も
の
で
、
ド
レ
ス
デ
ン
原
子
力
央

電
所

（
一
八
万
キ
ロ
ワ
ァ
ト
）
は
こ
の
主

で
こ
の
う
ち
、
敦
賀
半
島
に
建
設
子
定
の

発
屯
炉
は
加
正
水
抑
か
削
騰
水
型
か
が
用

い
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
立
地
条
件
は
、

海
岸
で
地
盤
が
附
く
、
人
家
か
ら
離
れ
て

レ
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
が
、
設
賀

半
島
は
目
下
の
調
査
で
は、

地
元
民
の
理

解
も
傑
く
そ
れ
に
か
な
っ

て
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

（

つ

づ

く

）

最
近
国
民
年
金
．保
険
の
利
問

｝
h

症
が
高
ま
り
、
医
療
費
も
増
加

一
，
汁
一

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
病
気

・
’
』
「
且
険
’
’

E
l
d
－
か
ら
皆
さ
ん
を
守
る
一
助
と
レ

～
だ
一

た
し
、
ま
た
医
療
新
の
軽
減
を

一
険
一

図
る
た
め
今
月
か
ら
本
誌
に
国

一
四
木
一

民
健
康
保
険
だ
よ
り
を
の
ぜ
、

一
副
町
一

時
期
時
期
に
流
行
す
る
種
々
の

一
回
同
一

病
気
に
つ
い
て
、

症
状
お
よ
び

一
倍
院
一

初
期
の
予
防
法
を
お
知
ら
せ
い

一
民
一

た
し
ま
ず
か
ら
、
よ
く
お
読
み

一
罰
昌
一

に
な
っ
て
自
分
で
自
身
を
守
り

叩

F
R
K
－、

国
民
健
康
保
険
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

疾

患

泊
病
院
小
児
科
医
長

太

郎

田

実

作
に
な
る
と
乳
幼
児
は
い
ろ
い
ろ
の
伝

去
州
に
か
か
り
ま
す
が
、
風
疹
、
麻
疹、

行
日
岐
に
つ
い
て
記
し
ま
す。

ム
風
疹
は
麻
彦
に
似
て
ま
す
が
、
烈
の
別

問
が
一
以
く
三
日
は
し
か
と
去
い
ま
す
。
風

邪
の
爪
状
の
外
発
熱
が
あ
り
、
同
時
に
麻

海
に
似
た
発
診
が
山
ま
す
が
色
は
渋
く
、

消
え
た
後
に
色
町公
沈
着
が
な
く
皮
府
が
む

け
ま
せ
ん
。

弘
、
ク
シ
す
ご
、が
少
な
く
、
限
の
結
肢

も
赤
く
な
く
、
た
だ
首
や
脇
下
や
股
な
ど

体
中
の
淋
巴
線
が
ば
れ
ま
す
o
v町
僚
は
風

邪
の
手
当
て
だ
け
で
間
単
に
拾
り
ま
す
。

ム
麻
疹
（
は
し
か
〉

は
風
疹
と
違
い
重
い

病
気
で
、
昔
は
子
供
の
命
さ
だ
め
と
云
は

れ
る
程
で
し
た
。
生
後
六
ヶ
月
頃
を
過
ぎ

れ
ば
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
幼
い
ほ
ど
京

症
に
な
り
ま
ず
か
ら
、
旅
行
時
は
赤
ち
ゃ

ん
を
人
混
み
に
連
れ
出
さ
ぬ
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
症
状
は
鼻
汁
、
目
や
に
が
多

く
ク
シ
ャ
ミ
や
咳
が
出
て
、
一
二、

四
日
熱

が
出
ま
す
。

一
白
一熱
が
下
っ
て
か
ら
再
び

熱
が
出
る
頃
、
耳
の
後
や
首
か
ら
発
疹
が

出
ま
す
e
そ
の
頃
頬
の
内
側
に
コ
プ
リ
ッ

ク
抗
と
い
う
白
い
斑
点
が
出
ま
す
。
恐
ろ

し
い
の
は
麻
疹
の
内
攻
で
、
こ
れ
は
二
度

目
の
発
熱
が

一
週
間
以
上
も
続
き
、
途
中

で
発
疹
が
消
え
た
と
思
う
と
赤
ち
ゃ
ん
は

急
に
ぐ
っ
た
り
し
、
呼
吸
が
苦
し
く
、
顔

や
忌
が
青
紫
に
な
り
ま
す
。
治
療
は
蒸
す

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寒
い
風
に
あ
わ

せ
ず
、
医
師
の
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い

子
防
は
母
血
清
、
ガ
ン
マ

ー
グ
ロ
プ
リ
ン

生
ワ
ク
チ
ン
〈
現
在
研
究
中
〉
な
ど
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
百
日
一咳
は
初
め
は
、
夜
床
に
つ
い
た
時

、
朝
、
自
を
覚
ま
し
た
時
だ
け
駿
こ
み
、

日
中
は
熱
も
な
く
露
外
ケ
ロ
ッ
と
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
、
そ
の
う
ち
に
段
々
咳
が

増
し
て
き
で
、
遂
に
息
つ
く
暇
も
な
く
咳

入
り
、
最
後
に
ヒ
ユ
ウ
と
音
を
立
て
ま
す

百
日
咲
は
早
く
み
つ
け
て
抗
生
物
質
を
使

っ
て
治
療
し
、
ま
た
予
防
注
射
は
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。

乳

幼

兜

の

のJ
』

n
H
υ
F
h
u



(4) 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
農
薬
撒
布
に
よ

る
糟
く
ぴ
イ
モ
チ
病
防
除

稲
作
の
省
力
化
の
た
め
に
集
団
松
培
、
大

型
機
械
に
よ
る
共
同
作
業
が
各
地
で
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
病
害
虫
防
除
作
業
も

動
力
撤
粉
機
等
に
よ
る
地
上
防
除
で
は
労

力
不
足
そ
の
他
で
防
除
洩
れ
が
あ
り
、
防

除
効
果
も
割
合
に
上
ら
な
い
場
合
が
多
い

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
病
虫
害
防
除
が
み
地
で
大
面
積
に
わ

た
り
安
値
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
全
国
で

二
十
七
万
町
歩
、
高
山
県
で
は
高
附
市
で

三
六

O
町
歩
、
新
潟
県
で
は

一
万
町
歩
、

京
京
浜
店
長
こ
の
う
ち
糸
魚
川
市
で
メ

駅
、．，
、．
w
V
イ
山
山
山
除
に
六

O
O町

※

足』』

糸
歩
、
他
く
び
イ
モ
チ
坊
徐

w
g
燃
に
九

Oo
t実
施
引

u

um
’
E
泌
て
い
ま
す
。

後

割
問
M

W
京
今
年
度
は
各
地
で
さ
ら
に

統

的

広

範

聞

に

実

施

さ

れ

る

計

捺

甘

F
恥
画
で
す
。
全
国
で
六
五
万

？

i
！
 

wm
－E
・E・
楽
町
歩
も
計
画
さ
れ
て
い
ま

．、

，．、

総

i
試
す
。
将
来
の
稲
作
病
害
虫

総

車
店

泌

防
除
の
主
力
は
平
野
部
で

斑

※

は

地

上

防

除

か

ら

空

中

防

※
楽
wnA
出品
w
m
A

除
へ
と
移
り
行
く
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
朝
日
町
で
も
昨
年
秋
か

ら
い
ろ
い
ろ
用
談
し
、
能
く
び
イ
モ
チ
病

防
除
を
対
象
と
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
撒
布

が
計
画
さ
れ
、

部
落
住
談
会
等
で
も
い
ろ

い
ろ
お
話
し
て
い
る
の
で
ご
し
仔
じ
の
こ
と

と
思
い
ま
す
が
そ
の
あ
ら
ま
し
を
占
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

一
、
な
．
せ
穂
く
び
イ
モ
チ
病
防
除
を
対
象

に
し
た
か
。

朝
日
町
の
稲
作
病
害
虫
で
最
も
被
害
の

多
い
の
は
イ
モ
チ
病
で
、
特
に
施
く
び
枝

積
イ
モ
チ
病
の
被
害
が
大
き
く
、
個
人
防

除
で
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
防
除
洩
れ
が

多
く
徹
底
し
た
防
除
が
む
つ
か
し
く
、
革

出
来
の
割
合
に
牧
量
の
少
い
大
き
な
原
因

は
穂
く
び
枝
梗
イ
モ
チ
病
の
被
害
に
よ
る

こ
と
が
多
い
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
防
除
で
は

II{｛和 38年 4月 10日
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広
い
地
同
械
を
一
時
に
防
除
が
出
来
る
の
で

効
果
が
大
き
い
。
ま
た
平
生
が
六
割
以
上

も
作
付
け
さ
れ
て
い
る
の
で
、
早
生
対
象

に
防
除
を
行
え
ば
中
生
も
防
除
し
な
く
て

も
よ
い
。
し
か
し
晩
生
の
マ
ン
リ
ョ
ウ
に

は
穂
揃
期
に
地
上
撒
布
に
占
る
防
除
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
出
穂
前
の

葉
イ
モ
チ
病
は
当
然
防
除
を
行
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
早
生
の
措
く
び
イ
モ

チ
防
除
の
七
月
二
十
日
頃
は
天
候
も
よ
く

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
防
除
に
は
よ
い
時
期
で
す

二
、
地
上
防
除
よ
り
経
質
は
高
く
な
ら
な

（
反
当
り
防
除
費
慨
算
〉

区

分

農

薬

費

労

力

費

機

材

費

一空

輸

費

f

一

水
調
粉
剤
三
陶
J

撒
布
料
金
－消

耗

費

一そ

の

他

一

一

地

上

撒

布

一

八

O
円

一
O
O可
四

O
I
一

三
二

O
t

．

ー

五

O
円
一

1

一一一一二

O
円

勺
コ
プ
タ
恥

一
三
O
川

一
四
∞

m

五
O
円

一－一
一
一
お
引

O
門
一

空
中
撒
布
料
金
は
畦
畔
、
食
道
、
用
水

等
の
面
積
を
加
味
し
た
雌
布
料
金
の
見

込
み
で
す
。

な
お
空
中
撒
布
に
の
い
て
は
県
な
ど
よ
り

空
輸
設
の
助
成
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

一二
、
撒
布
時
期

早
生
品
種
（
ホ
ウ
ネ
シ
ワ
セ
、
越
路
早
生

〉
の
走
り
穂
の
時
期
で
七
月
二
十
日
前
後

な
お
実
施
に
あ
た
っ
て
は
農
薬
空
中
撒

布
協
議
会
を
関
係
機
関
に
よ
っ
て
結
成
し

具
体
的
な
計
画
に
基
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
精
神
的
健
康
を

県
児
童
相
談
所

児

童

心

理

ド

ッ

ク

開

設

ど
こ
の
親
で
も
子
供
の
健
や
か
な
成
長

的
方
面
で
行
わ
れ
て
い
る
「
人
間
ド
ッ
ク

を
願
っ
て
子
ど
も
に
歩
と
希
望
を
託
し
て
」
の
考
え
方
と
同
様
綜
合
的
な
心
理
診
断

お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
を
行
い
、
保
護
者
に
児
童
の
蝶
あ
る
い
は

何
か
の
間
違
い
や
手
違
い
で
非
行
、
反
抗
教
育
上
の
資
料
を
提
供
し
、
相
談
に
応
ず

、
情
緒
不
安
定
な
ど
の
問
一
週
が
起
つ
で
き
る
も
の
で
す
。

て
相
談
に
み
え
る
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
ご
、
診
断
は
次
の
要
領
で
行
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
問
題
が
表
一
聞
に
現
わ
れ
て
か
ら
で
刊
知
能
の
診
断
と
教
育
効
果
の
関
係
を

は
な
か
な
か
な
お
り
に
く
い
も
の
で
す
。

診

断
す
る
。

そ
こ
で
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
精
神
的
判
情
緒
的
発
達
の
状
態
や
働
き
方
。

他
康
を
助
長
さ
せ
る
た
め
問
団
の
但
ら

な

判

精

神

作

業

素
質
の
働
き
方
。

い
以
前
の
問
題
の
な
い
了
ど
も
の
相
談
を
同
環
境
の
診
断
。

企
回
し
、
臨
床
心
理
学
的
な
理
冶
と
技
術

制
欲
求
不
満
や
劣
等
感
な
ど
の
影
摺
c

を
岨
使
し
て
児
指
心
理
ド

y
y
を
凶
必
し

U

門
家
路
に
お
け
る
肢
の
問
題
。

「
特
に
問
題
を
持
た
な
い
児
主
」
を
対
川
特
に
必
要
と
み
ら
れ
た
場
合
に
は
脳

象
と
し
て
心
理
診
断
を
行
な
い、

も
し
欠

披
検
査
や
神
経
科
診
断
も
行
わ
れ
ま

陥
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
早
則
に
治
療
す
る
た

す

。

め
の
児
童
の
紙
教
育
指
導
上
の
資
料
の
提
三
、

診
断
の
結
果
に
つ
い
て
は
保
護
者
に

供
を
さ
れ
ま
す
の
で
次
の
要
棋
を
よ
く
ご
提
示
し
、
朕
の
仕
方
、
教
育
の
あ
り
方
に

覧
に
な
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

つ
い
て
協
議
し
、
指
導
も
行
わ
れ
ま
す
。

て
こ
の
診
断
は
何
ら
特
定
の
問
題
を
も
四
、
申
込
み
方
法

っ
て
い
な
い
一
般
児
に
つ
い
て
保
護
者
の
刊
申
し
込
み
先

依
頼
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
c
現

在

医

学

富

山

市

稲

荷

町

富
山
中
央
児
意
相
談
所

電
話
（
富
山
二
局
）
一二
、
二

O
O番

制
電
話
、

手
紙
な
ど
い
ず
れ
の
方
法
で

も
可
。

例
住
所
氏
名
生
年
月
日
、
診
断
希
望
日

を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

豆
、
診
断
に
要
す
る
費
用
は
一
切
無
料
で

す。

ム
乳
養
児
検

診四
月
十
二

合
午
前
十

時

t
午
後

三一時

南
保
公
民
館

午
後
一
時

1
2一時

宮
崎
公
民
館

H

二
十
＝
百
午
前
十
時

t
午
後
三
時

五
筒
庄
地
区
乳
養
児

泊
公
民
館

四
月
二
十
二
日

ム
姫
婦
検
診

四
月
十
九
日

午
後

一
時
J
三
時

保
健
所

ム
定
期
種
痘

四
月
十
八
日
午
後

一
時

t
三
時

南
保
公
民
館

泊
公
民
館

山
崎
公
民
館

五
筒
庄
公
民
館

境
公
民
館

H

二
十
五
日

H

二
十
六
日

成
績
の
よ
か
っ
た

住
民
税
の
申
告

三
月
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
の

も
と
に
行
っ
た
住
民
院
の
申
告
率
ば
極
め

て
よ
く
ほ
ぼ

一
O
O%
に
近
い
戒
部
で
し

た。
税
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
が
こ
の
山
氏白
好

な
成
績
を
う
ん
だ
も
の
と
思
い
ま
す
。
保

く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
わ
ず
か
で
す
が
申
告
書
を
提
出
さ

n
J
ι
n
H
u
n
h
u
 

れ
な
か
っ
た
方
に
は
す
で
に
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
扶
諜
控
除
や
そ
の
他
の
控
除
を

認
め
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た

の
が
残
念
で
す
。

毎
年
一
二
月
に
は
こ
の
申
告
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
つ
ぎ
の

こ
と
を
今
か
ら
準
備
し
て
お
い
て
来
年
こ

そ
全
部
の
方
が
申
告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

て

医
療
費
の
各
種
領
牧
書
全
部

〈
そ
の

他
治
療
に
必
要
な
医
療
購
入
費
も
含
ま

れ
ま
す
〉

て

国
民
健
康
保
険
税
の
年
額

て

そ

の

他
各
種
の
健
康
保
険
料

一
、
支
払
っ
た
生
命
保
険
料
の
領
牧
書

（

特
に

一
口
九
千
円
以
上
の
も
の
は
必
ず

と
っ
て
お
く
こ
と
）

な
お
昭
和
三
十
八
年
庄
の
町
民
税
か
ら

わ
ず
か
な
が
ら
も
次
の
よ
う
に
減
税
を
行

う
こ
と
に
税
条
例
の

一
部
改
正
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

川
町
民
税
額
か
ら
扶
養
控
除
一

人
に
つ
い

て
六

O
O
円
（
旧
四

O
O円
）

削
課
税
標
準
額
五
万
円
未
満
の
も
の
に
つ

い
て
の
税
率
十
百
分
の
三

・
二
〈
旧
百

分
の
三
・
五
）
に
引
下
庁
、
五
万
円
以

上

l
一
O
万
円
・ま
で
の
も
の
に
つ
い
て

は
百
分
の
＝
了

九

（日
百
分
の
回

・
O

〉
に
引
下
げ
る
。

電
報
電
話
局
か
ら

電
話
の
取
り
付
け
を
希
閉
山
さ
れ
る
方
は

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

今
す
ぐ
に
入
い
ら
な
い
が
、
来
年
の
脊
頃

に
は
ぜ
ひ
ほ
し
い
と
思
わ
れ
る
方
も
主
“山心

中
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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